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□　従来の空石積工に近い隙間や空隙および景観性を持った標準タイプ。

■　裏込コンクリートの打設に配慮した空練タイプ。

□　水生生物や稚魚に配慮した稚魚タイプ。

■　中型程度までの成魚に配慮した完全空洞型の魚巣タイプ。

標準タイプ 空練タイプ（裏当対応）

稚魚タイプ 魚巣タイプ

呼び名 規格寸法 参考質量 胴込栗石 目潰し材

(控え50) (ｍｍ) (kg/個) (ｍ
3
/個) (ｍ

3
/個)

標　準 559×998×500

空　練 559×998×500

稚　魚 559×998×500

魚　巣 559×998×500

備　　考

0.038

0.038

－

・半割あります。
・目潰し材は胴込栗石量の20％とします。
・同一意匠の化粧型枠あります。
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規格諸元

控え35cm練積相当の空積擁壁、豊富なバリエーションを揃えました。
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◇裏込コンクリート無しの場合

◇裏込コンクリート有りの場合

標準断面
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◇魚巣タイプを使用した場合

※魚巣タイプ最下段の間詰コンクリートについて

    魚巣開口の下段ブロック胴込材料の流出を防止するために施します。厚さは10cm程度とし、

  胴込めに用いる栗石等で植石することで、より一層生態系に配慮することが出来ます。
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□　形状図　－　1

参考質量 420(kg/個)

胴込Co量 0.056(ｍ
3
/個)

※半割あります。

プレキャスト基礎工 10ｍ当り

基礎ブロック  10.0÷2

胴込コンクリート  0.056×5

基礎砕石  0.95×10.0

■　形状図　－　2

現場打基礎工 10ｍ当り

基礎コンクリート  (0.20×0.15＋0.15×0.60)×10.0

型枠  0.20×2×10.0

基礎砕石  0.95×10.0
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概　要　図

  設計書に基づき床掘りを行い、基
礎材を十分に敷設し、所定位置に基
礎コンクリートの打設を行います。

※岩着の場合は基礎工を設けずに均
し基礎を施します。

  ワイヤーを用いて、クレーンで吊
上げ静かに基礎コンクリートの所定
位置に据付けを行います。

※ワイヤーで胴巻きにします。
※ブロック背面全面に吸出防止材を
設置します。

  1段目の配列が終えたら、吸出防止
材の設置、胴込栗石の投入、間隙部
に目潰し材を十分に投入締固め、定
められた厚さに裏込材設置を行いま
す。

※目潰し材は胴込栗石量の20％と
し、砕石と土砂を1：1の割合で、土
砂は緑化基盤材として使用します。

  所定の積上げ段数に至るまで作業2
～3を繰返し行います。最後に天端工
は型枠を設置し天端コンクリートを
打設し、擁壁の構築を完了します。

※ブロック噛合せ部には遊びがある
ので小石等を挟み込み転圧等による
ズレ止めを行います。

説　　明

施工手順

胴込コンクリート

基礎砕石

ワイヤー

裏込砕石

胴込め栗石

目潰し材(砕石・土砂)

吸出防止材

裏込砕石

目潰し材(砕石・土砂)

胴込め栗石

吸出防止材


